






１　検査

ア　先天性代謝異常等検査受検状況の年次推移
(ｱ)　昭和60年度～平成20年度

年度 受検児数
ﾌｪﾆｰﾙ
ｹ ﾄﾝ尿
症

楓糖尿症
ヒスチジン
血 症

ﾎﾓｼｽﾁﾝ
尿 症

ｶ ﾞﾗｸﾄｰｽ
血 症

先天性副
腎過形成
症

クレチン症 計（人）

S60～H４ 178,686 0 2 18 1 0 5 51 77

H５～H20 274,085 1 0 2 13 13 290 319

患者発見率 1/452,800 1/226,400 1/9,900 1/150,900 1/34,800 1/25,200 1/1,300

（注）　患者発見率＝疾患別患児数／受検児数（100未満四捨五入）

(ｲ)　平成20年度以降

年度 対象児数
受検児
数

ﾌｪﾆｰﾙｹﾄ
ﾝ 尿 症

楓糖尿症
ﾎﾓｼｽﾁﾝ
尿 症

ｶ ﾞﾗｸﾄｰｽ
血 症

先天性副
腎過形成

クレチン症 そ の 他 計 （ 人 ）

21 14,920 16,110 23 23

22 15,124 16,462 1 1 1 28 31

23 15,244 16,193 1 18 19

24 14,841 15,921 1 10 11

25 14,637 15,541 1 12 13

26 14,236 15,295 1 1 21 1 24

14,125 15,212 1 11 1 13

- － － － 1/15,200 1/1400 1/15,200

1/43,600 1/363,600 1/272,700 1/31,200 1/15,800 1/1,700

イ 保健所別先天性代謝異常等検査受検状況

受検児
　数
 　（件）

ﾌｪﾆｰﾙｹﾄ
ﾝ 尿 症

楓糖尿症
ﾎﾓｼｽﾁﾝ
尿 症

ｶ ﾞﾗｸﾄｰｽ
血 症

先天性副
腎過形成

クレチン症 そ の 他 　計（人）

289 0

608 0

565 1 1

944 1 1

627 1 1

133 1 1

1,809 1 2 3

289 0

1,290 1 1

208 0

99 0

504 0

317 0

7,682 0 0 0 0 1 7 0 8

5,187 3 3

12,869 0 0 0 0 1 10 0 11

2,343 1 1 2

15,212 0 0 0 0 1 11 1 13

 （１） 先天性代謝異常等検査
先天性代謝異常等検査は，生後４～６（７）日の新生児に血液検査を行い，疾患を早期に発見し，適切な治療を行うことによ
り障害の発症を未然に防止することを目的とする。

　　  疾 　　病 　　別 　　患 　　児　 　数

（注）　ヒスチジン血症は，平成４年９月１日より先天性代謝異常等検査対象疾患から除外された。

疾 　　病 　　別 　　患 　　児　 　数

27 患者発見率

（参考）H25全国患者発見率

（注）患児数は，同年度内において確定診断された者の数である。（初回検査の結果，経過観察となり翌年度以降に確定診断がついた者は除く。）

（注）その他：タンデムマス法導入（平成24年10月）により新たに対象となった13疾患
　　　　(シトルリン血症１型，アルギニノコハク酸尿症，メチルマロン酸血症，プロピオン酸血症，イソ吉草酸血症，メチルクロトニルグリシン尿症
　　　　ヒドロキシメチルグルタル酸血症（HMG血症)，複合カルボキシラーゼ欠損症,グルタル酸血症１型，中鎖アシルCoA脱水素酵素欠損症（MCAD欠損
症）
　　　　極長鎖アシルCoA脱水素酵素欠損症（VLCAD欠損症） ，三頭酵素/長鎖3-ヒドロキシアシルCoA脱水素酵素欠損症（TFP/LCHAD欠損症）

カルニチンパルミトイルトランスフェラーゼ-1欠損症)

(平成27年度)
区分 疾 　　病 　　別 　　患 　　児　 　数

保健所別

指 宿

加 世 田

伊 集 院

川 薩

出 水

大 口

姶 良

志 布 志

鹿 屋

西 之 表

屋 久 島

総　　計

（注）患児数は，同年度内において確定診断された者の数である。（初回検査の結果，経過観察となり翌年度以降に確定診断がついた者は除く。）

名 瀬

徳 之 島

計 （ 県 保 健 所 ）

鹿 児 島 市

計 （ 県 ）

県 外 か ら の 里 帰 り
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　（１）　ハイリスク母子保健対策事業・小児慢性疾病児支援事業

実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延 実 延

指宿 0 0 0 0

加世田 1 1 1 1 1 1 26 46 29 49

伊集院 1 1 1 1 1 1 3 3

川薩 1 3 1 1 3 4 10 19 15 27

出水 1 1 1 1 3 8 7 12 12 22

大口 3 5 3 4 1 1 6 11 13 21

姶良 2 2 14 18 1 1 14 14 4 5 32 49 67 89

志布志 1 8 11 14 12 22

鹿屋 11 18 11 18

西之表 1 3 1 2 7 23 9 28

屋久島 3 3 1 4 4 5 8 12

名瀬 2 2 1 1 3 3 1 1 1 1 15 28 23 36

徳之島 2 4 6 11 2 3 2 3 1 1 5 9 18 31

計 5 9 30 43 8 9 3 3 19 20 15 30 5 9 135 235 220 358

イ 面接・電話による支援状況 （平成27年度）

実

36

ウ　支援調整会議 （平成27年度）

エ　医療連携（医療機関での面接） （平成27年度）

２ 保健指導・相談事業

疾病により長期に療養を要する児童やその家族，また，養育支援を必要とする妊産婦及び乳幼児に対し，関係機関と
連携し，相談支援や支援調会議等を行い，児童と家族の負担や不安の軽減を図る。

ア　　ハイリスク母子・小児慢性特定疾病児等に対する訪問指導 （平成2７年度）

保健所名
妊婦 産婦

新生児（未
熟児を除く）

未熟児
乳児（未熟
児を除く）

幼児 その他
小児慢性特
定疾病児 計

（実）
計
（延）

延 実 延 実

ハイリスク母子 小児慢性特定疾病児

面接 電話 面接 電話

延

56 126 361 1,113 1,587 675 1,625

延 実

ハイリスク母子 小児慢性特定疾病児

保健所主催 他機関主催 保健所主催 他機関主催

圏域内の支援体制調整会議 26 88 11 19

個別支援に関する検討 4 37 48 43

実人員 延回数

ハイリスク母子 3 3

計 17 23

小児慢性特定疾病児 14 20

その他 0 0
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（平成27年度）

保
護
者

児
そ
の
他

計
医
師

心
理
士

理
学
療
法
士

保
育
士

保
健
師

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

そ
の
他

計

指 宿 0 0 0 ※２

加 世 田 3 3 1 8 6 1 15 2 2 10 14

伊 集 院 1 1 1 2 2 3 1 4

川 薩 4 3 3 1 1 13 5 2 20 1 19 11 31

出 水 2 2 7 7 14 5 2 7

大 口 1 1 6 6 1 4 5 ※２

姶 良 5 4 2 4 3 35 15 2 52 3 6 1 27 5 3 45

志 布 志 1 1 5 3 8 1 3 4 ※２

鹿 屋 2 2 1 14 6 4 24 2 1 5 1 9

西 之 表 4 4 4 17 16 4 37 4 11 11 3 9 38

屋 久 島 2 2 2 9 2 4 15 8 3 11

名 瀬 3 3 1 7 6 13 9 1 5 15

徳 之 島 2 1 1 3 1 4 1 1 3 5

合 計 30 27 12 6 7 126 60 24 210 7 8 8 14 107 9 35 188

相談従事者数
（延人員）

交
流
会

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

教
室

そ
の
他

※１：１回の教室の中にグループミーティングやピアカウンセリングを同時開催していることもあるため，開催回数と内容の回数の合計は必ずしも一致しない。
※２：支所と本所が合同開催で実施しているものは，本所の方に集計する。

-
3
7
-

 オ 集団支援

　 子どもが低出生体重児であったり，慢性疾病があるなどして育児不安のある母親や産後うつ病，虐待ハイリスク群である母親等に対して，交流会や情報提供のため
の教室等を実施することで，母親等の不安やストレスの軽減を図るとともに，児童虐待の発生を予防することを目的とする。

区　　　　　　分

開
催
回
数

※
１

内容（延回数） 参加者
（延人数）












